
～ 福岡日伊協会映画鑑賞会のご案内 ～ 

第１５３回上映作品 

プーピ・アヴァーティ監督作品 

『 いつか見た風景 』 

Storia di ragazzi edi ragazze  

 

プーピ・アヴァーティ監督は、映画監督になる前、ジャズ・ミュージシャンでクラリネット奏者を

していました。映画界に入った彼は、７０年代に１年１作の割合でホラー映画などを製作しています

が、日本では一本の作品も公開されていません。残念ながら。 

９０年になって始めて公開された彼の作品はホラーではなく、第一次大戦前のボローニャからフィレ

ンツェへの高校生たちの３日間の徒歩旅行を、春のイタリア北部の美しい自然を背景に描いた「追憶 

の旅」(８３年製作)でした。 

そして、次に公開されたのが「いつか見た風景」です。ファシズム時代の北イタリアの農家を舞台

に、農家の娘と都会の良家の青年との婚約祝いに集まったふたつの家族の人間模様を描いた心温まる

佳作です。１９３６年２月。北イタリアのポルレッタ・テルメの農家では、そこの娘シルヴィアと母

親や叔母たちが彼女の婚約祝いの宴会支度で大忙し。相手はボローニャの良家の青年アンジェロ。 

お祝いには両家から３０人の親族が集まる。少し風変わりな田舎の人々と都会的で上品な青年の家族 

の宴会が始まった。そして、予期せぬ出来事が次々に･･･。お楽しみください。           

（解説：湯越勘一氏） 
         

※ ２０時以降 美術館は閉館につき入館できませんのでご注意下さい。 
     ※ 館内での飲食は厳禁ですのでご注意下さい。 

データ 

監   督 ／プーピ・アヴァーティ            美   術 ／ダリア・ガナッシーニ    

原案・脚本 ／パスクァーレ・ラキーニ                  ジョヴァンナ・ツィゲッティ                                  

出   演 ／ダヴィデ・ベキーニ             音   楽 ／リズ・オルトラーニ                

ルクレソイア・ランテ・デッラ・ローヴェレ  製   作 ／ アントニオ・アヴァーティ  

     マッシモ・ポネッティ                        １９８９年 ９１分                                                 

                                 

記 

   日 時：２０１３年６月１７日（月）１９:００～２１：００ 

   会 場：あじびホール（福岡アジア美術館８Ｆ） TEL092-263-1100 

        （福岡市博多区下川端町 3-1 ﾘﾊﾞﾚｲﾝｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ） 

   入場料：無 料 先着１２０名（直接会場へお越しください） 

   問合せ：福岡日伊協会 担当 井口 

       ＴＥＬ ０９２―４７６－２１５３（西日本シティ銀行内） 

★ 今後の上映予定 ★ 

２０１３年７月１日 (月）１９：００ あじびホール 

作品 「リー・ヴァン・クリーフの復讐のガンマン」 

 

 


